
















































いて取り扱われる情報には「数値J（データ）， 「文字」 （文書），「画像」 （イメージ），「音声J
があるが，一般にオフィス情報の30%が「データ」，残りの70%が「文書」，「イメー ジ」， 「音声」
とされており， EDPはオフィスで利用される全情報の30%程度しか処理していないのが現状
である。 もし EDPが残りの70%の情報をも処理することが可能になれば，オフィ スの生産性
を大きく向上させ，蓄積された多くの情報を利用し，戦略OAとも SIS( Strategic Informa-



































































































































































図1 0 A機器とED P機能の関係
」ドヴEプログラム機能 処理の高速性 ネットワー ク機能 大量情報の収容能力
ノfー ソナルコンピー タ 。 。 ム 乙込
ワー ドプロセ ッサ × 。 £！込 £！与
ファクシミリ × 。 。 × 
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新しい OAの概念の探求，さ らに，もう一つのOA （オフィスアメニティ） の面も重要なテー
マとなる。われわれは今後，その辺りに照準を当てていくであろう。
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